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   今年はいつまでも暑い日が続きました。最近になってやっと秋らしくなってきましたね。 

秋は何をするにもいい季節です。スポーツの秋、芸術の秋、そして読書の秋を満喫してくだ 

さい！ 

  

４～９月までの読書冊数（１・２年） 

１年生  ２６４６冊（１人平均 ７．４冊） 

２年生  １９０４冊（１人平均 ５．４冊） 

全校   ４５５０冊（１人平均 ６．４冊） 

 

 

目標の 1人平均 10冊以上を目指して、日々読書に励んでくださいね。朝の読書の時間 

（１０分間）は、クラス全体で落ち着いた雰囲気の中、読書に取り組みましょう。 

 

図書委員会より 
   図書委員会では、１０月２８日（月）、３１日（木）の２日間、昼休みに恒例の読書週間＆ハロ

ウィンイベントを行いました。当番の図書委員もハロウィンの仮装をして盛り上げました。 

  このイベント中（昼休み）に図書館に来てくれた人は４７人、 

貸出冊数は４９冊でした！ これからもどんどん図書室を 

利用してくださいね。 

 

     たくさんの人の対応に 

     図書委員大忙し！ 

                                           マントも着用しました！                                          

いつも笑顔の図書委員トリオ                        

 

                                            

   いつも笑顔の図書委員 

                         本を借りてくれた人には 

                             しおりとお菓子を 

                                プレゼント！ 

                        図書室の風景   
  図書室のカウンター前の柱に一枚の絵がかかっています。 

これは２年生の美術部員が今年度の読書週間をイメージして 

描いてくれたものです。タイトルは「一行のために」。 

一行との奇跡的な出会いを、宇宙空間の神秘的な雰囲気と 

ともに表現してくれています。青が印象的ですね。 

  図書室に来た時に、ぜひご覧になってください。 

 

                           きのこ、かぼちゃ、 

                           松ぼっくり…… 

                            実りの秋ですね。 

 

   

  新着図書もたくさんあります。 

  海外文学特集、震災特集も実施中！ 

 

  新着図書 紹介 

    震災について考えよう！           海外の作品を読んでみよう！ 

 『知っておきたい地球科学』 鎌田 浩毅：著     『化学の授業をはじめます。』 

『南海トラフ地震の真実』 小澤 慧一：著                    ボニー・ガルマス：著 

『生かされて生きる』 斎藤 幸男：著          『われら闇より天を見る』 

 震災を語り継ぐ本、これからに備える本、           クリス・ウィタカー：著 

          いろいろあります。   『三十の反撃』 ソン・ウォンピョン：著 

 

       食欲の秋！ 

『ショートケーキ』 坂木 司：著              『眠れぬ夜のご褒美』 標野 凪：著 

『おいしいアンソロジー 喫茶店』 阿川 佐和子他：著   表紙を見るだけで 

『おいしいアンソロジー お弁当』 阿川 佐和子他：著     食欲がそそられますね！ 

『自分のために料理を作る 自炊からはじまる「ケア」の話』 山口 祐加・星野 概念：著 


